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1． 背景 

1.1 水の重要性 

人類は毎年の降雨量に対して、一日一人当たり約５

０トンの水の恩恵を受けていると言われている 1)。こ

の量を見れば十分水は豊富にあるものだと感じられ

るが、実際に飲むことができるのは清潔な水に限られ、

毎日数千人の人が水不足により死亡している。かつて

人類は安定した水の供給場所を求め、水辺の近くに居

住し、河川の周辺で文明を作り上げた 2)。水は人類が

活動していくために必要不可欠であり、我々は毎日水

分を摂取しないと生命を維持できない。このように水

は人類発展の重要なファクターであったことは周知

の事実である。 

水は生理学的観点から見ても人間にとって重要な

ものである。私たちが毎日摂る水分もとい水は体内で

体液として循環することで重要な役割を果たしてい

る。体液の機能は大別して運搬、体温調整、環境維持

の３つである。運搬は、酸素や栄養分を身体中に運び、

老廃物を体外へ出す機能である。体温調整は、皮膚へ

の血液の循環を増やし、汗をかいて体温を一定に保つ

機能であり、環境維持は新陳代謝がスムーズに行われ

るよう、体液の状態を一定に保つ機能である 3)。水分

補給を怠り体内の水分量が減少すると前述した機能

が低下し、健康障害（熱中症、心筋梗塞、脳卒中）に

つながり、最悪の場合では死に至ることもある 4)。し

かし多くの人は水分摂取が不足している傾向にあり、

一般的に１日に必要な水の量である 1.2L を補給でき

ていないと言われている。ここで私たちは現在の筑波

大学は十分に水分を補給できる環境にあるのだろうか

という疑問を抱いた。筑波大学では食堂営業時間中のみ

に利用できるティーサーバー（給茶機）等はあるものの

現状いつでも利用できるウォーターサーバーとして機能

している給水設備はない。  

1.2 他大学の事例 

一方で他大学について見てみると 近年全国各地の

大学でウォーターサーバーの導入実績が確認されて

いる。（25の大学で設置していることを確認） このほ

かに公表していない大学もあることを考えると 、多く

の大学にウォーターサーバーがあることが推測され

る。 

表 1 大学事例 

 

※導入目的を公表している大学のみ 

多くの大学はペットボトルを生産・処分する際に発生

する CO2 の削減やプラスチックごみ削減を目的に導

入しており(表１)、全国的な環境配慮的活動の活性化

も要因と考えられる。 

このうち上智大学では、安全な水への平等なアクセ

スと脱プラスチックを増進するためキャンパス内に

ウォーターサーバーを設置している。利用率調査を実

施したところ 1 日に 3000-4000 回給水されているこ

とが判り、混雑緩和のために増設に至った。その結果、

現在四谷キャンパス内に 10 台設置されている 5)。上

智大学と筑波大学の大きさを比べると、筑波大学では



水分補給の場が足りていないと考えられる。（ 上智大

学四ツ谷キャンパスの面積は 47,685 ㎡ 東京ドーム

1 個分  筑波キャンパスの面積は 2,577,286 m2 東京

ドーム 55 個分 ） 

続いて医療創生大学では学生支援を目的にウォー

ターサーバーの設置を実施している 6)。快適な学生生

活を目的としたウォーターサーバーは、在学生の熱中

症対策や休み時間の休息に使われている。医療創生大

学に通う学生はウォーターサーバーについて「無料で

使えるので経済的に助かっている。」、「夏は熱中症

対策に効果的。」 と述べている。(医療創生大学に通う

班員の友人提供) 以上２大学の例からマイボトルの

持ち歩きによってプラスチックごみの削減、大学内で

ペットボトルの水を買う出費を抑えられるという経

済的な学生支援に繋がると考えられる。 

1.3 コミュニケーションの誘発 

 ウォーターサーバーを設置することでコミュニケ

ーションを誘発することが期待される。名古屋工業大

学において病院の休憩室にウォーターサーバーを設

置し、設置前後の会話や疲労感についての調査が行わ

れた。ウォーターサーバー付近での滞在時間が有意に

増加し、ウォーターサーバーの利用回数と会話人数/

滞在人数の間に強い正の相関(r=0.872)がみられた。よ

ってウォーターサーバーの設置によって会話の増加

が示唆された。看護師のアンケート調査においても約

7 割の看護師たちが同じ病棟のスタッフとの会話が増

加したと回答した(図１)7)。よって筑波大学において

も学生間の交流の促進が期待される。 

図１ 看護師対象の主観的アンケートの結果 7)  

 

 

２．調査方法 

(1)ヒアリング調査 

事前に筑波大学学生生活課や施設部、システム情報

エリア支援室にウォーターサーバーの設置状況、大学

側の方針などについて聞くため、ヒアリング調査のア

ポイントメントを取った。そのうち学生生活課では冷

水機、ウォーターサーバーの設置状況の現状について

把握しているとのことであったため、学生生活課にて

ヒアリング調査を実施した。 

(ヒアリング調査概要) 

実施対象 筑波大学 学生生活課      

学生生活課長 鷹巣明美さん   

学生生活課厚生係長 奥村啓さん 

日時 10/31 

実施時間 約 30 分 

実施方法 対面 

質問内容 (1)学内のウォーターサーバーの設置

状況について 

(2)演習の授業においてマイボトル専

用ウォーターサーバーを試験的に導

入する場合の導入の可否。 

(3)設置するのが可能な場合の場所に

指定や候補 

(4)ウォーターサーバー導入に対する

大学側の意見 

 

 

(2) アンケート調査 

学生の水分補給の現状とウォーターサーバーの需要

の把握をするために筑波大生を対象にしたアンケー

トを実施した。 

 

(アンケート概要) 

 

実施期間 10/31~11/4 

実施方法 オンライン上(Google Form） 

実施対象 筑波大学生(全学群、大学院生) 

有効回答

数 

263 

 

No. 質問項目 

1. 所属 

2. 性別 

3. 学年 

4. 2022 年 秋学期以降の対面授業での通学頻

度 

5. 対面授業日の学校での平均滞在時間 



6. 普段の運動頻度 

7. 普段学内で何を飲むか 

8. 学内での 1 日当たりの飲み物の購入本数 

9. マイボトル(水筒)を所持しているか 

10. (9.で持っていると答えた人に対して)マイ

ボトルをどれぐらいの頻度で利用している

か 

11. 食堂の給茶機を利用したことがあるか 

12. ペットボトルの持ち運びやすさ 

13. ペットボトルの入手しやすさ 

14. ペットボトルの環境負荷についての考え 

15. ペットボトルの水を買うことはお金の無駄

だと感じるか 

16. ペットボトルの水を買うことはお金の無駄

だと感じるか 

17. ペットボトルの清涼飲料水を買うことはお

金の無駄だと感じるか 

18. もしマイボトル専用ウォーターサーバーが

学内に設置されたら利用したいと思うか 

 

3．調査結果・考察 

(1) ヒアリング調査 

学内のウォーターサーバー設置状況は以下の通り

である。 

【表 2 学生生活課が設置している主なウォーターサ

ーバーの場所と台数】 

学内の給水機に関しては学生生活課が設置している

ものがほとんどであった。その他にも体育センターが

武道館や中央体育館に設置していることがわかっ

た。 ティーサーバーやウォータークーラーは食堂の閉

館時間とともに使用できなくなるため新たにいつで

も利用できるような給水場の確保が必要であると考

えられる。 

授業でのマイボトル専用ウォーターサーバーの試

験導入については研究の一環として置く場合には十

分可能である。その際に場所の指定や候補を考えて提

示する。 

  ウォーターサーバー導入について大学側の意見は、

全学での導入に関しては前向きに検討し、 導入にあた

ってのコストと学生のニーズに照らし合わせて予算

を確保するとのこと。よって設置の際に利益を得られ

るような運営法を考えなければならない。  

  その他の内容として学生生活課へのヒアリングで

は、コロナでの学食の利用者数激減を問題視しており、

ウォーターサーバーの導入を経て食堂の利用を促進

することを期待していた。このことからより多くの学

生に食堂を利用してもらえるような付加価値を生み

出すことが重要であると考えた。 

 

(2) アンケート調査 

図 2 マイボトルの所持 

 

9.マイボトルは所持しているかという質問に対する

回答では、持っている人が 76%となっており、マイボ

トルの普及率は高いことがわかった。ウォーターサー

バーには潜在的な需要があると考えられる。 

図 3 マイボトルの利用頻度に関する回答 

 

続いて前問で持っていると回答した人に学内での

マイボトルの使用頻度を聞いたところ常時利用して

いる人は約 32%であることがわかった。よってウォー

ターサーバーの設置によって利用率を向上させるこ

とが重要であると考える。 

図 4 ペットボトルの水 or 清涼飲料水を買うこと

にお金の無駄を感じるか 



 

ペットボトルの清涼飲料より水を買う方が無駄と

感じる人が有意に多い。[t(263)=8.00,p<0.01] ペット

ボトルの水と清涼飲料では、水の方が購入に対してお

金の無駄だと感じる傾向がある。つまり、ウォーター

サーバーで無料の水を飲むことで金銭的不満を解決

できると考えられる。 

図 4 ウォーターサーバー設置後の利用希望 

 
そしてウォーターサーバーが学内に設置された場

合に利用したいと感じているかという質問に対して

約 8割の人が利用したいと考えていることがわかった。

学生たちからの需要は非常に高く、興味を示している

と感じた。 

(3) 全体を通しての考察 

調査を終えて、学内の食堂などに給茶機や給水機な

どの設備があるが限られた時間しか利用できないた

め、自由に水分補給できる状況でないことがわかった。

そしてペットボトルの水に経済的負担を感じている

ことからマイボトル用のウォーターサーバー導入に

よって経済面、健康面からサポートできるのではない

かと考えた。そしてウォーターサーバーの利用率を高

めるために、学生が興味を示すようなイベントや特徴

を考えなければならない。 

 

4．今後の方向性 

まずは具体的なウォーターサーバーの設置場所を

考える。学生のニーズを満たし、多くの人が利用でき

る場所に設置できるか、ウォーターサーバーの設置に

よって食堂の利用を促すような付加価値をもたらす

ことができるかが重要となっている。更なる付加価値

として、有料のインスタントコーヒーの設置や学生間

の交流の場としての発展、マイボトルのデザインコン

テストの開催などを考えている。そして実際にウォー

ターサーバーを設置し、学生の利用状況や感想につい

て調査することを予定している。その結果から他大学

とは違う、筑波大学ならではの特別なウォーターサー

バーの利用を促進することを目標に実習を進める。 
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